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はじめに 

心身ともに健やかな期間を長くつづけることで、生活の質の向上と健康を実感できる人の割

合をふやすことを目指して、平成２９年度から令和４年度までの６カ年計画であるこだいら健

康増進プランを策定しました。本報告書は、プランの着実な推進を図るために、各事業の実績

を集約し計画の進捗状況を明らかにするものです。 

（１）基本理念 

 

 

○小平市第三次長期総合計画基本構想では、「健康で、はつらつとしたまち」を将来像の一つ

としており、健康福祉分野の基本的な考え方を「健康で快適な生き方を支援し、自由で自立

した生活の向上をめざす」としています。 

○この理念を実現するため、本計画においては、健康づくりをみずから取り組む（自助）もの

と定義し、家族や地域で支え合いながら（共助）、それを行政が支援していく（公助）もの

とします。 

○また、健康づくりは、ライフステージを通じて、自身の生活習慣を振り返り、健康づくりの

取り組みを継続していくことが重要です。 

○よって本計画の基本理念は「子どもから大人まで（ライフステージを通じて）、ともに支え

あい（共助）（公助）、みずから健康をつくる（自助）こだいらへ」とします。 

（２）基本目標 

 

  

○心身ともに健やかな期間を長く続けることで、生活の質の向上と健康を実感できる人の割合

をふやすことを目指して、本計画の基本目標を「健康寿命の延伸」とします。 

○健康寿命の指標は、東京都健康推進プラン（第二次）の指標である要介護認定者数から計算

する６５歳健康寿命（東京都保健所長方式）を使用し、健康寿命の延伸を目標とします。 

 

※６５歳健康寿命とは、６５歳の人が要介護認定を受けるまでの期間の平均に６５を足して年

齢としてあらわすものです。 

 

６５歳健康寿命の推移 

指標   策定時 

（２６年度） 

２７年度 ２８年度 ２９年度 

要介護２以上 男性 82.93 83.17 83.22 83.31 

女性 85.73 85.85 86.00 85.98 

要支援１以上 男性 81.38 81.58 81.52 81.58 

女性 82.75 82.75 82.79 82.71 

（３）施策体系 

小平市の健康・食育に関する基本理念、基本目標、分野別の健康づくりの施策体系について

は以下のようになります。なお、分野別の健康づくりには、「主な生活習慣病の予防を中心と

した健康づくり」「ライフステージを通じた健康づくり」「健康を支える社会環境の整備」の３

つの施策の柱に各分野の施策がそれぞれ体系化されています。 

本文中の事業については、計画策定時に掲載した事業の他、本プラン中に新たな展開として

位置づけられている具体的事業として「こだいら健康ポイント」を新たに掲載しています。 

 

子どもから大人まで、ともに支えあい、みずから健康をつくるこだいらへ  

健康寿命の延伸 

基本理念 

基本目標 

分野別の 

健康づくり 

健康寿命の延伸 

子どもから大人まで、ともに支えあい、 

みずから健康をつくるこだいらへ 

主な生活習慣病の 

予防を中心とした 

健康づくり 

がん 

循環器疾患 

ライフステージを 

通じた健康づくり 

 

食・栄養 

身体活動・運動 

休養・こころの健康 

喫煙 

飲酒 

歯と口腔の健康 

健康を支える 

社会環境の整備 

 

地域の 

健康づくり 

地域のつながり 

1



生活習慣病予防（①がん）

分　野

分野別目標

市民の取り組み

事業名 内　　容 主体 平成３０年度取組実績

1 各種がん検診

国が推奨する胃がん、肺がん、乳がん、子宮頸がん、大腸がんの実施のほ
か、前立腺がん検診を実施している。
胃がん（35歳以上対象、集団検診）
肺がん（40歳以上対象、集団検診）
乳がん（30歳以上対象、集団・個別検診）
子宮頸がん（20歳以上対象、集団・個別検診）
大腸がん（35歳以上対象、集団・個別検診）
前立腺がん（50歳～74歳対象、個別検診）

健康推進誯
胃がん（35歳以上対象、集団検診）               2,711人受診
肺がん（40歳以上対象、集団検診）               4,250人受診
乳がん（30歳以上対象、集団・個別検診）      3,639人受診
子宮がん（20歳以上対象、集団・個別検診）   3,215人受診
大腸がん（35歳以上対象、集団・個別検診） 16,232人受診
前立腺がん（50歳～74歳対象、個別検診）     1,881人受診

2 肝炎ウイルス検診

ウイルス性肝炎の早期発見・早期治療を行うことを目的として40歳以上
を対象に実施している。

健康推進誯
健康診査と同時実施1,180人
卖独実施376人

3
ピンクリボンキャンペー
ン

乳がん、子宮頸がん検診について、広く受診をしてもらうため、市民まつ
りや健康フェスティバル（※）などで検診の申し込みの受付や啓発品を配
布して普及活動を行っている。

健康推進誯
年8回実施　来場者数706人
※平成３０年度は市民スポーツまつりや乳幼児健診で啓発した。

4 がん検診勧奨
１歳６カ月児健診、３歳児健診の来所者にがん検診の案内を渡している。 健康推進誯

来所者へ配布を行った。

事業名 内　　容 主体 平成30年度取組実績

5
がん検診精密検査未受診
者フォロー

がん検診精密検査未受診者に対し、文書、電話連絡で受診勧奨を行い、早
期発見・治療につなげている。

健康推進誯 胃がん・大腸がん    851人
肺がん        10人
乳がん      172人
子宮がん      53人
前立線がん 183人

6 がん精密検査助成

市で実施する各種がん検診を受診して、精密検査が必要とされた市民に対
して、精密検査に要した費用を申請により助成している。（前立腺がん除
く）

健康推進誯 胃がん　　229名申請 助成決定額    861,660円　平均支給額 3,763円
肺がん　  　28名申請 助成決定額    103,520円　平均支給額 3,697円
乳がん　  192名申請  助成決定額    464,420円　平均支給額 2,419円
子宮がん    46名申請  助成決定額    173,190円　平均支給額 3,765円
大腸がん　638名申請 助成決定額 2,369,520円　平均支給額 3,714円

事業名 内　　容 主体 平成30年度取組実績

7 検診時教育（胃・乳）
各種検診会場にて、がん予防についてと健康づくりのための保健・歯科・
栄養講話を行っている。

健康推進誯
内容どおり実施した。

8 がん予防教育
健康フェスティバルでがん予防教育を行っている。 健康推進誯

平成３０年度は空調工事の計画により健康フェスティバルを実施していな
いため、ピンクリボンキャンペーン等でがんの啓発を実施した。

9
検診案内時のがん予防の
普及

乳がん、子宮頸がんの受診票を送付する際にがん予防に関する啓発チラシ
を同封している。

健康推進誯
内容通りがん予防の普及に努めた。

10 がん教育の推進
体育・保健体育（保健分野）の授業において、がんについて理解を深め、
共に生きるために自分たちができることを考える内容を取扱っている。

各小中学校
全校で実施した。

○各種検診時などを利用してがん予防のための知識について普及啓発を行います。
○がんについて知識の普及のためがん教育を実施します。

主な生活習慣病の予防を中心とした健康づくり

がん

がんを早期発見し、早期治療へつなげる

○がん検診の精密検査未受診者に向けて受診勧奨を行います。
○精密検査を受診しやすい環境を整備していきます。行政の取り組み

★1　がん検診の受診率を向上させる

２  がん精密検査の受診率を向上させる

目標達成への取り組み　【事業数１０】

１ 定期的にがん検診を受診する
２ がんの予防につながる生活習慣について学習する

◆がん検診を受診しやすい環境を整備していきます。
○がん検診の受診申し込みの機会を確保します。
◆個別勧奨や未受診者への勧奨を行っていきます。
【新たな展開】→新たながん検査の検討、検診未受診者への個別勧奨の強化など

３  がんを予防する生活習慣（食・栄養、運動・身体活動、飲酒、喫煙）を普及する

※分野別の目標数値については、主に意識調査による結果

であるため、次回の計画改定時に集計を予定しています。 

行政の取り組みにおいて★は重点目標 

○は取り組みの方向性を示すものです。 

◆は新たな取り組み、または、新たな展開を検討するものです。 
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生活習慣病予防（②循環器疾患） 

分　野

分野別目標

市民の取り組み

事業名 内　　容 主体 平成30年度取組実績

1 小・中学校保健事業
生徒・児童の定期健康診断、心臓病検診、生活習慣病検診等を実施
している。

学務誯
小学校１９校、中学校８校で実施した。

2
一般健康診査
（若年）

25歳から39歳を対象として健康診査を実施している。 健康推進誯
受診者数607人、申込者数926人

3 一般健康診査
生活保護受給者等を対象として健康診査を実施している。 健康推進誯

受診者数5３9人、発送数：2,324人

4 特定健康診査
40～74歳で、国民健康保険に加入している方を対象に健康診査を
実施している。検査結果に基づき必要に応じて生活習慣病予防や改
善のための保健指導を行っている。

保険年金誯
健康推進誯 受診者数１３,４７９人

5
一般健康診査（後期高
齢者医療制度）

後期高齢者医療制度の加入者を対象に、健康保持・増進と生活習慣
病の早期発見のため、一般健康診査を実施している。

保険年金誯
受診者数　11,117人
（後期１０,511人、新７５歳、606人）

6
人間ドック利用費補助
（国民健康保険）

30歳以上の国民健康保険の加入者を対象に、生活習慣病などの予
防・早期発見のため、人間ドック・脳ドックの受診料金の一部を補
助している（１人10,000円）※

保険年金誯
人間ドック　５５２件　人間ドック＋脳ドック　１２７件
　脳ドック　　４１件　※平成30年度受診分から１人上限２０，０００円

7
人間ドック利用費補助
（後期高齢者医療制
度）

後期高齢者医療制度の加入者を対象に、健康保持・増進と生活習慣
病の早期発見のため、人間ドック・脳ドックの受診料金の一部を補
助している(１人10,000円)※

保険年金誯
人間ドック　１６６件　人間ドック＋脳ドック　５９件
　脳ドック　　２８件　※平成30年度受診分から１人上限２０，０００円

8
かかりつけ薬局普及啓
発事業

医薬品等の正しい情報提供の場として、地域医療に貢献する「かか
りつけ薬局」の普及・啓発を図るため、小平市薬剤師会に委託し、
気軽に相談できる場所として「薬事相談会」を実施している。

健康推進誯
内容どおり年5回実施した。

事業名 内　　容 主体 平成30年度取組実績

9 骨粗しょう症検診
骨密度を計測して生活習慣病を予防するため、40歳、45歳、50
歳、55歳、60歳、65歳、70歳の女性を対象に集団検診を実施し
ている。

健康推進誯
年4回実施、受診者数485人、申込者数562人

10 計測相談会
血圧・骨量・体組成・血管年齢測定などを行い、その結果について
の相談会を実施している。保健師・管理栄養士の個別相談、健康運
動指導者の運動実技、歯科衛生士の集団歯科講話も行っている。

健康推進誯
年2回実施、延べ111人参加した。

11 いきいき測定会
健康づくり推進員と骨量測定等を行い、保健相談や栄養相談を実施
している。

健康推進誯
年2回実施、延べ134人参加した。

12
自主グループへの健康
教育・健康相談

地域活動している自主グループからの依頼を受けて健康教育と健康
相談を行っている。

健康推進誯
年45回実施、延べ2,588人参加
（うちこだ健体操の出張教室・イベント　17回、延べ1,869人)

主な生活習慣病の予防を中心とした健康づくり

循環器疾患

脳血管疾患、心疾患の発症をへらす

目標達成への取り組み　【事業数２5】

１  健康診査を毎年受診して、自身の健康状態を把握する
２  体重管理を身につけて、ＢＭＩの「肥満」や「やせ」に注意する
３  かかりつけ医療機関とかかりつけ薬局を持つ
４  減塩を心がける

行政の取り組み

★１  各種健康診査の受診率を向上させる

○各種健康診査を受診しやすい環境整備を行います。
○各種健診の未受診者への受診勧奨を実施します。
○かかりつけ医とかかりつけ薬局を普及します。

○健康管理を促すための機会を提供します。
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生活習慣病予防（②循環器疾患） 

事業名 内　　容 主体 平成30年度取組実績

13
健康づくり相談・医師
による健康づくり相談

健康診断などの結果を基に、医師・管理栄養士・保健師の個別相談
を行っている。

健康推進誯 相談回数：  57回   （うち電話相談25回）
相談人数：117人  （うち電話相談３0人）

14 特定健康診査フォロー
特定健康診査の結果で、異常値放置者に対し、文書、電話にて受診
勧奨を行っている。

健康推進誯
電話支援４６７件　手紙支援２０３件

15
特定保健指導
（国民健康保険）

市の特定健康診査の結果、特定保健指導が必要と判定された方が対
象。内臓脂肪を減らし、生活習慣を改善するための集団または個別
のプログラムを実施している。

保険年金誯
健康推進誯

初回面談実施状況
平成３０年10月1日から平成３１年３月３１日まで
 　　　　　　対象者  実施（初回） 実施率
積極的支援     ３９８人        ４９人   12.3％
動機付支援 　1,204人     ２０５人   17.0%

16
健診異常値放置者受診
勧奨事業（国民健康保
険）

未受診の患者に医療機関受診を促し、健診異常値放置者数を減らす
ため、特定健康診査の受診結果に異常値があり、かつ、数か月経過
しても生活習慣病投薬レセプトがない方を対象に、市より受診勧奨
通知を送付している。

保険年金誯

受診勧奨通知送付件数３２９件

17
訪問健康相談事業（国
民健康保険）

小平市国民健康保険加入者で、重複受診、頻回受診、重複服薬の者
に、家庭でのより良い生活支援のため、健康づくり・療養のしか
た・医療機関や福祉サービスの利用方法などについての相談や情報
提供・アドバイスを無料で行っている。

保険年金誯
対象者　　　５４６人
相談実施者　　５０人

事業名 内　　容 主体 平成30年度取組実績

18 ヘルスアップ教室
各自の目標をもって仲間とともに生活習慣の改善と健康づくりの継
続、自主グループ化を目指して全５日の教室を実施している。

健康推進誯
年５回実施　延べ35人参加

19
ヘルスアップ教室OB
会

健康づくりの継続のため、ヘルスアップ教室の卒業生を対象とした
教室を実施している。

健康推進誯
年3回実施　延べ51人参加

20 栄養・運動教室
テーマに合わせた栄養の講話・運動の実技を行っている。 健康推進誯

年4回実施　延べ82人参加

21
健康フェスティバルで
の啓発

健康フェスティバルで血管年齢の測定や生活習慣病予防対策の掲示
を行っている。

健康推進誯
平成３０年度は空調工事の計画により健康フェスティバルを実施して
いないため、その他の事業で生活習慣病予防対策の啓発に努めた。

22
健康づくりコーナーの
掲示

健康センター内の健康づくりコーナーで生活習慣病予防対策の掲示
を行っている。

健康推進誯
内容どおり掲示を行い生活習慣病予防対策に努めた。

23
自主グループへの健康
教育・健康相談
（再掲）

地域活動している自主グループからの依頼を受けて健康教育と健康
相談を行っている。

健康推進誯
年45回実施、延べ2,588人参加
（うちこだ健体操の出張教室・イベント　17回、延べ1,869人)

24
糖尿病性腎症重症化予
防（国民健康保険）

糖尿病性腎症の重症化によって腎丌全への移行が危惧される方を対
象に、予防指導を実施している。専門職による６か月間の健康支
援・予防指導（面接と電話）を行っている。

保険年金誯
対象者　　　２７０人
指導実施者　　１３人

25 血管力アップ教室
循環器疾患の発症予防を目的として、計測、講話、試食などを行っ
ている。

健康推進誯
延べ5回実施、延べ146人参加

２ 健康診査のデータを活用し、生活習慣の改善に取り組む

○健康診査等の結果をもとに生活習慣の指導を行います。
○未治療者へ医療機関への受診勧奨を行います。

★３ 危険因子（高血圧　脂質異常症　糖尿病　喫煙）を適切に管理する生活習慣を普及する

◆塩分摂取量１日あたり８ｇ以下を目指して減塩の取組を推進します。
○たんぱく質の適量摂取について普及啓発します。
○身体活動量をふやす方法について普及啓発を行い、運動丌足の改善につとめます
○体重測定の習慣を普及して適正体重の管理を推進します。
○血圧測定を習慣化して、自身の健康管理を推進します。
○糖尿病の知識の普及や重症化予防の取り組みにより糖尿病対策を推進します。
○糖尿病や循環器疾患の対策には禁煙すべきことを啓発し、喫煙習慣の改善につとめます。
【新たな展開】→減塩教室などの検討

行政の取り組み
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ライフステージ（①食・栄養）

分　野

分野別目標

市民の取り組み

事業名 内　　容 主体 平成30年度取組実績

1
小平やさいたっぷりカレ
ンダー

カレンダー作成の過程（公募、展示、配付、販売など）を通して、
野菜摂取量向上を呼びかけている。

保育誯
健康推進誯
学務誯

実施していない。

2
幼児および児童・生徒の
朝食に関するアンケート
調査

小平市内の幼児（１～３歳）、児童（小２、小５）、生徒（中２）
を対象とした朝食に関するアンケート調査結果報告とあわせ、朝食
摂取を呼びかけている。

保育誯
健康推進誯
学務誯

こだいら健康増進プランや子ども・若者の意識・実態調査結果を踏ま
えて、朝食摂取を呼びかけた。

3 栄養・運動教室（再掲）
テーマに合わせた栄養の講話・運動の実技を行っている。 健康推進誯

年4回実施、延べ82人参加

事業名 内　　容 主体 平成30年度取組実績

4
ステップアップ離乳食教
室

離乳食に関心のある方を対象に、離乳食の初期、中期、後期、完了
期について、講話、試食、デモンストレーション、個別相談などを
行っている。

健康推進誯
延べ12日実施、延べ1,806人参加

5 もぐもぐ教室
７～１１か月の乳児とその保護者を対象に、離乳食の中期、後期に
ついて、講話、実習、試食、デモンストレーション個別相談などを
行っている。

健康推進誯
延べ6日実施、延べ240人参加

6 かむかむ教室
１歳８か月～２歳６か月の幼児とその保護者を対象に、かむ力をそ
だてることをテーマに、講話、実習、試食、手遊び、個別相談など
を行っている。

健康推進誯
延べ4日実施、延べ94人参加

7 にこにこ教室
２歳６か月～３歳６か月を対象に、幼児期の食事について、講話、
実習、試食、手遊び、個別相談などを行っている。

健康推進誯
延べ2日実施、延べ66人参加

8
市立保育園のふれあい広
場における栄養講座

ふれあい広場（市民に向けた保育園の開放日）における栄養講座
（栄養士による給食の調理デモンストレーション、試食、相談な
ど）を実施している。

保育園
年５回実施、各回8組から15組の親子が参加

9
保育士、栄養士、調理員
が連携した食育の推進

読書週間に合わせて、絵本に出てくるメニューを献立に入れ、保育
士は読み聞かせ、調理員は盛り付けの工夫を実施している。

保育園
9月から１１月に延べ9回実施

10
保育園で遊ぼう会におけ
る調理体験

調理員が主体となり、参加者とともに保育園で人気のおやつを調理
している。

保育園
3園各1回実施、各園参加児童12人から13人に加えて保護者が参加

ライフステージを通じた健康づくり

食・栄養

食を通じた健康づくりをすすめる

目標達成への取り組み　【事業数２２】
１ 朝食は必ず食べる
２ 主食・主菜・副菜をそろえた食事をする
３ 野菜摂取量１日あたり３５０ｇを心がける
４ 減塩を心がける

行政の取り組み

1　適切な量と質の食事をとる人をふやす

○塩分摂取量１日あたり８ｇ以下を目指して減塩をすすめます。
○日常生活における生活習慣病予防や健康づくりのための食生活が実践できるよう、各種教室等で普及啓発を
行っていきます。
○たんぱく質を適切に摂取する人をふやします。
○野菜摂取量１日あたり３５０ｇ以上の認知度の向上に努めます。
○朝食の欠食や主食・主菜・副菜をそろえた食事について普及啓発します。

★2　ライフステージを通じた食育を推進する

○家庭における食育の推進をはかります。
○学校、保育所等における食育を推進します。
○地域における男性に対する食育の推進をはかります。

【乳幼児期】
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ライフステージ（①食・栄養）

事業名 内　　容 主体 平成30年度取組実績

11
外部人材を活用した食育
の推進

総合的な学習の時間等の授業において、企業や地域人材を講師とし
て、食に関する体験活動等の実践などを展開している。

各小中学校

国語、社会、理科、生活、家庭科、体育（保健）、総合的な学習等の
授業で実施した。（小学校１９校２１３回、中学校３校４回実施）

12
栄養教諭・栄養士と連携
した食育の推進

体育・保健体育（保健分野）の授業において、食と健康についての
内容を取扱っている。また、総合的な学習の時間等の授業におい
て、栄養教諭・栄養士が食に関する体験活動や食育の授業を実践し
ている。

各小中学校 特別活動（学級活動、給食の時間、学校行事）、生活科、社会科、理
科、家庭科、体育（保健）、その他の教科、総合的な学習の時間等の
授業で実施した。（小学校１９校６８１時間（回）、中学校８校７５
時間（回））

13
小学生にこにこクッキン
グ

小学３～６年生とその保護者などを対象に異年齢の交流をとおし
て、食事の楽しさを学ぶ。小学生の実習、試食を行っている。

健康推進誯
1日実施、延べ５４人参加

事業名 内　　容 主体 平成30年度取組実績

14 男性の料理教室
男性の健康づくりのための３日間の教室で、初心者向けの調理実習
を行っている。

健康推進誯
延べ6日実施、延べ119人参加

事業名 内　　容 主体 平成30年度取組実績

15 食育に関する展示
健康フェスティバルに参加し、食育に関する展示や試食を行ってい
る。

保育誯
健康推進誯
学務誯

みんなの健康展で、野菜を食べるようにすすめる展示や体験コーナー
を実施した。

16
めざましスイッチ朝ごは
ん

朝食の欠食をなくす、野菜の摂取量をふやすことを目標に、ライフ
ステージ別の取組計画を作成し実施・評価を行っている。

保育誯
健康推進誯
学務誯

「経験を積む」を乳幼児期のライフステージ別取組目標として、絵本
を用いて園児に野菜の話をし、絵本に合わせたメニューを全園で実施
した。

事業名 内　　容 主体 平成30年度取組実績

17
各教育施設等における体
験活動

各教育施設等での農業体験を行っている。 保育園
各小中学校 市立保育園全園で野菜の栽培をし、小学校全校で農業体験をした。

18
各教育施設等における地
場野菜の使用

各施設の給食に地場産野菜の活用を行っている。 保育園
各小中学校 市立保育園全園、全小・中学校で給食に地場産野菜の活用を行ってい

る。

19 市民菜園事業
市内４か所（味菜園・仲町菜園・野火止菜園・小川町一丁目菜園）
の畑で市民が自らの手で野菜を育てる。

市民協働・男
女参画推進誯 市内４か所で合計７６８区画（１世帯１区画）の貸出しを行った。

20 学童農園
市立小学校１９校が学童農園を実施し、農家の指導のもと農作業を
体験する。農業体験を通して小学校児童の自然や環境への理解を深
めている。

産業振興誯
小学校１９校で学童農園を実施した。

21
農産物直売所マップの作
成

小平市内にある農産物の直売所の場所を表示したマップを作成し、
安全で新鮮な小平産の野菜を推奨することにより、市民の健康に繋
がる地産地消を奨励している。

産業振興誯
各イベントで配布した。

22 農業体験ファーム
小平市内にある体験農園で、会員が年間を通じて農業体験ができ
る。会員間では野菜料理のレシピ交換や、収獲祭や花の寄せ植え等
のイベントも行われている。

産業振興誯
市内４園にて、農業体験を実施した。

行政の取り組み

【学齢期】

【成人期～高齢期】

【全ライフステージ】

3　地産地消の推進と食や農に関わる体験活動を推進する

○新鮮で安全な小平産の野菜を地域に供給し、地産地消の取組を推進していきます。
○各学校における体験活動や地域の方などの指導を通して生産者との交流を図ります。
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ライフステージ（②身体活動・運動）

分　野

分野別目標

市民の取り組み

事業名 内　　容 主体 平成30年度取組実績

1 ウォーク＆収穫祭
小平グリーンロードのウォーキングとゴール地点（中央公園）での
小平産の野菜や花等を販売する収穫祭を合わせたイベントを実施し
ている。

産業振興誯 来場者数３，０００人
【重点取組】新たに英語表記のチラシを作成し、外国人へのＰＲを強化した。

2
小平グリーンロード歩
こう会

市内７か所のチェックポイントを設けてグリーンロードを歩くイベ
ント（１周約２１キロメートル）を実施している。

文化スポーツ誯
雤天のため中止

3
小平～多摩湖歩け歩け
会

花小金井駅・小平駅・萩山駅の３か所のいずれかからスタートし
て、多摩湖まで歩くイベント（最長約８キロメートル）を実施して
いる。

文化スポーツ誯
参加者２０６人

4 新春歩け歩けのつどい
市役所前を出発して、市内の東コース・西コースを歩くイベント
（約８キロメートル）を実施している。

文化スポーツ誯
参加者４４１人

5
ノルディックウォーキ
ング教室

ノルディックポールを使用して正しい歩き方を学ぶ教室を実施して
いる。

文化スポーツ誯
参加者２２１人

6 歩道の整備
歩道の勾配を緩やかにしたり、段差改良を行い、安全に通行できる
道路を整備している。

道路誯 快適歩道整備として、2路線の段差改良を実施した。

7 街路樹の整備
都市景観を整え、歩行者が気持よく通行できる道路を整備してい
る。

道路誯 あかしあ通りにおいて、街路樹による根上がりを解消するため、補修や植替えを
行った。

8
こだいらウォーキング
マップの作成・配布

こだいら観光まちづくり協会と協力して、市内５コースのモデル
コースを掲載したウォーキングマップを作成し、配布した。

健康推進誯 前年度に作成したマップを、こだいら健康ポイント事業等で配布した。

9
こだいら健康ポイント
事業【新規】

２０歳以上の市民へ活動量計を貸不し、事業期間中に歩数等に健康
ポイントを付不し、健康意識の向上を図った。目標ポイントを達成
した方へ小平ベリースタンプ満点券を渡すことで行動の動機づけと
した。

健康推進誯 １０月～２月までの期間で、２１３人が参加した。

事業名 内　　容 主体 平成30年度取組実績

10
ベビーとお母さんの体
操教室

生後６か月～１歳未満までの赤ちゃんとお母さんとの軽体操教室を
実施している。

文化スポーツ誯

11 親子体操教室
１歳から未就学児までの子供とお母さんとの軽体操教室を実施して
いる。

文化スポーツ誯

12 親子でヨーイドン！
３歳から未就学児までの子供とその親が対象。親子で一緒に参加す
るミニ運動会を実施している。

文化スポーツ誯
年２回実施、延べ88人参加

13
トップアスリートによ
るランニング教室

小中学生を対象に、走り方を学ぶ教室を実施している。 文化スポーツ誯
年１回実施、１５６人参加

14
市立保育園のふれあい
広場における運動など

日常の生活の中での運動の実施やふれあい広場（市民に向けた保育
園の開放日）における親子体操・体を使った遊びなどを実施してい
る。

保育園 各園、日常から外遊び又は室内でも意識的に体を使った遊びを実施。ふれあい広場
でも体を動かす内容を設定し、実施した。

15 公園整備
開発に伴い設置されている提供公園内に児童向けの遊具を設置要望
している。

水と緑と公園誯 開発業者に対し児童向けの遊具の設置を要望し、山王ハナミズキ公園にスプリング
遊具を設置した。

16
各学校における健康教
育の推進

体育・保健体育（保健分野）の授業において、運動と健康、健康づ
くりについて指導している。

各小中学校
全小・中学校で指導した。

行政の取り組み

【乳幼児期・学齢期】

○ライフステージを通じて各種スポーツや運動機会を設けていきます。
○運動習慣を保つために運動機会の場を確保していきます。

ライフステージを通じた健康づくり

身体活動・運動

日常生活で身体活動量をふやす

教室のテーマや対象年齢の見直しを行い、体幹バランス教室等の成人向け別事業を
実施しているため、平成29年度以降実施していない。

目標達成への取り組み　【事業数３７】
１ 1日8,000歩を目指して歩く
２ 週2回自分にあった運動を実行する
３ こだ健体操を覚えて実行する

★1　日常生活で歩数をふやす

◆各種イベントや教室を通じてウォーキングを推奨していきます。
○日常生活において市民が歩きやすい環境の整備を行います。→【新たな展開】運動習慣を身につけ、継続を
促す動機付けとしての報酬等（インセンティブ）の検討

2　運動習慣者をふやす
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ライフステージ（②身体活動・運動）

事業名 内　　容 主体 平成30年度取組実績

17 市民体力測定会
成人を対象に体力測定会を実施している。 文化スポーツ誯

参加者６９人

18 市民スポーツまつり
市民総合体育館及び中央公園グラウンドに、様々なスポーツを体験
できるイベントを実施している。

文化スポーツ誯
参加者４,３７７人

19 市民体育祭
小平市体育協会加盟団体が各団体で市民大会を開催している。 文化スポーツ誯

参加者約10,000人

20 ニュースポーツデー
ユニカール、ラージボール卓球、ミニテニスなど、屋内でできる
ニュースポーツを無料で体験できるイベントを実施している。

文化スポーツ誯
参加者２４７人

21 各種スポーツ教室など
整体ヨーガ教室、リラックスエクササイズ教室、ボクシングエクサ
サイズ教室などを実施している。

文化スポーツ誯
７種目を実施、参加者延べ５８５人

22
プール無料利用券の交
付

ひとり親家庭、生活保護受給家庭、心身・精神障がい児・者等に
プールの無料利用券を交付している。

子育て支援誯
生活支援誯
障がい者支援誯

３誯で大人券4,805枚、小人券4,125枚配布、使用実績は大人券６9９枚、小人
券４７２枚

23 障がい者運動会の開催
障がいのある人の健康づくりと相互交流を目的として、誮もが楽し
めるプログラムを用意した運動会を実施している。

障がい者支援誯
参加人数351人

24
ヘルスアップ教室
（再掲）

各自の目標をもって仲間とともに生活習慣の改善と健康づくりの継
続、自主グループ化を目指して全５日の教室を実施している。

健康推進誯
年５回実施、延べ35人参加

25
ヘルスアップ教室OB
会　（再掲）

健康づくりの継続のため、ヘルスアップ教室の卒業生を対象とした
教室を実施している。

健康推進誯
年3回実施、延べ51人参加

26 栄養・運動教室(再掲)
テーマに合わせた栄養の講話・運動の実技を実施している。 健康推進誯

年4回実施、延べ82人参加

事業名 内　　容 主体 平成30年度取組実績

27 いきいき介護予防講座
介護予防の運動と口腔機能向上を目的とした２日間コース・４日間
コースの講座を実施している。

高齢者支援誯
6日間コースを3コース開催、延べ306人受講

28
気軽に元気アップ介護
予防運動講座

市内４カ所で予約なしで気軽に参加できる運動講座を実施してい
る。

高齢者支援誯
市内８か所で２９３回開催、延べ12,948人受講

29
地域包括支援センター
の介護予防講座

地域包括支援センターで介護予防の運動などの講座を行っている。 高齢者支援誯
173回開催、延べ3,630人受講

30 健康遊具設置
開発に伴う提供公園内に健康遊具の設置を要望している。 水と緑と公園誯

開発業者に対し健康遊具の設置を要望した。

事業名 内　　容 主体 平成30年度取組実績

31 こだ健体操教室
ロコモティブシンドローム予防を目的とした市のオリジナル健康体
操を実施している。

健康推進誯
年10回実施、延べ192人参加

32
骨粗しょう症検診
（再掲）

骨密度を計測することにより、生活習慣病を予防するため、40
歳、45歳、50歳、55歳、60歳、65歳、70歳の女性を対象に集
団検診を実施している。

健康推進誯
年4回実施、受診者数485人、申込者数562人

33 計測相談会（再掲）
血圧・骨量・体組成・血管年齢測定などを行い、その結果について
の相談会を実施している。保健師・管理栄養士の個別相談、健康運
動指導者の運動実技、歯科衛生士の集団歯科講話も行っている。

健康推進誯
年2回実施、延べ111人

34
いきいき測定会
（再掲）

健康づくり推進員と骨量測定等を行い、保健相談や栄養相談を実施
している。

健康推進誯
年2回実施、延べ134人参加

35
男性の料理教室
（再掲）

料理教室の際にロコモティブシンドロームの予防について啓発して
いる。

健康推進誯
延べ日数6日実施、延べ119人参加

36
サポーター・リーダー
養成講座

運動教室を運営する人材を育成するためのリーダー養成講座、教室
をサポートするサポーター養成講座を実施している。

健康推進誯
市民を対象としたサポーター養成講座を実施、3日間コース、12人が修了した。

37 こだ健体操出張教室
グループや団体から依頼を受けて、こだ健体操の出張教室を行って
いる。

健康推進誯
年１７回実施、延べ1,８６９人参加

★3　ロコモティブシンドロームの予防に取り組む

○小平市のオリジナル体操「こだ健体操」を実践する人をふやし、ロコモ予防に努めます。
○「こだ健体操」認知度向上のため、幅広い世代が実践できるよう体操のバリエーションをふやします。
○「こだ健体操」とともにロコモティブシンドロームの知識を普及啓発し認知度を向上させます。

行政の取り組み

【成人・壮年期】

【高齢期】○介護予防事業において啓発を行うとともに運動機会を設けていきます。
               ◆「フレイル（高齢期の虚弱）」の予防について情報提供を行っていきます。
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ライフステージ（③休養・こころ）

分　野

分野別目標

市民の取り組み

事業名 内　　容 主体 平成30年度取組実績

1 講演会
こころの健康について、テーマを決めて講演会を実施している。 健康推進誯

講演会「アンガーマネジメント講座」を実施した。参加者５１人

事業名 内　　容 主体 平成30年度取組実績

2 乳児家庭全戸訪問事業
生後４か月を迎えるまでの全ての家庭を対象に保健師または助産師
が訪問し、育児の孤立化を防ぎ、健康状態・生活環境・疾病予防等
について指導を実施している。

健康推進誯
家庭訪問対象数1,700件、本事業による家庭訪問数1,665件、実施
率97.9％

3 カンガルー相談会
個別相談、親子ふれあい遊び・交流を通して乳児期早期からの健康
づくりを行うとともに育児相談を行っている。

健康推進誯
ぴよぴよ相談会として実施、年８回226人参加

4 心理発達相談会
乳幼児の発達の遅れの経過観察と関わり方の助言・育児丌安の対応
のため、心理相談員による個別相談を行っている。

健康推進誯
年４９回実施（実329人/延べ445人）

5 乳幼児健康診査
乳幼児の発育発達の確認と、疾病異常等の早期発見を図り、その保
護者に適切な保健指導を実施している。（保護者への育児の相談を
兹ねている。）

健康推進誯 ３・４カ月健診４51人、1歳６か月児健診584人（うち２歳電話
フォロー175人）、３歳児健診６３５人

6 子育て相談
個人面談、子育て相談を実施している。市立保育園のふれあい広場
で遊びに来る地域の親子の相談を実施している。

保育園 市立保育園の地域支援担当保育士等が中心になり送迎時やふれあい広
場等で相談を受けている。

7 子育て相談事業
子どもの育ち、育児丌安などに、専門の相談員が電話・面談により
応じている。

子育て支援誯 施設名　子育て・女性相談室（福祉会館2階）
延べ相談件数 １９３件

8
各学校におけるこころ
の健康教育の推進

体育・保健体育（保健分野）の授業において、こころの成長や思春
期に陥りやすい心理・思考等の学習やストレスへの対応する方法を
指導している。また、生活指導として、担任と養護教諭、スクール
カウンセラーが組織的に児童・生徒の悩みやストレスの相談に対応
している。

各小中学校

全校で実施した。

9 教育相談
臨床心理の資格を持つ相談員が、小・中学生の学習・丌登校・集団
との関わり・その他気になることなど、子どもの行動や特性につい
て、相談に応じている。

指導誯
小平市教育相談室のほか、全校にスクールカウンセラーを年間３8日
配置した。

10
ス ク ー ル ソ ー シ ャ ル
ワーカーの活用

丌登校や虐待等の問題を抱える児童・生徒に対して、福祉的な視点
から、児童・生徒の環境に働きかけ、現状把握及び原因分析等を行
い、問題を解決するスクールソーシャルワーカーを配置している。

指導誯

全中学校区にスクールソーシャルワーカーを年間１００日間配置し
た。

11 言語相談訓練事業

ことばやコミュニケーションに丌安のある児童、またはその家族を
対象に、言語聴覚士による個別相談や個別訓練・グループ訓練を実
施している。

障がい者支援誯
社会福祉協議会
たいよう福祉セ
ンター
あおぞら福祉セ
ンター

たいよう福祉センター242日　延べ2,254人
あおぞら福祉センター240日　延べ2,354人

目標達成への取り組み　【事業数２１】
１ 適切な睡眠を心がける
２ 悩みやストレスを感じたら周囲に相談する
３ 周囲に悩んでいる人がいたら声をかけ、相談支援につなげる

○適切な睡眠のとり方について知識の普及に努めます。
○休養、こころの健康について健康教室などを通じて知識の普及に努めます。

行政の取り組み

【乳幼児期・学齢期】

ライフステージを通じた健康づくり

休養・こころの健康

休養を充実させ、悩みやストレスに対処する
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ライフステージ（③休養・こころ）

事業名 内　　容 主体 平成30年度取組実績

12 女性相談事業
女性に関する生き方、暮らし、人間関係、配偶者からの暴力などの
相談を傾聴し、必要な場合、専門機関と連携を図ることで、丌安や
悩みなどの問題解決に努めている。

市民協働・男女
参画推進誯 相談件数１，１４２件

13 健康づくり相談
保健師による健康づくりのための個別相談を実施している。 健康推進誯 相談回数：  57回   （うち電話相談25回）

相談人数：117人  （うち電話相談３0人）

14
精神保健福祉相談
（一般相談）

病状が安定している方の精神保健福祉相談として、障害福祉サービ
スの相談、生活相談、医療継続の相談、福祉相談、医療、福祉との
連携・調整などを行っている。

障がい者支援誯
地域生活支援セ
ンターあさやけ

相談人数 延べ１０,８１４人

15
子育て支援講座
（家庭教育講座）※

子育ての丌安解消や仲間づくりを意識し、講座内容に応じて親子や
家族で参加できる講座を実施している。また、学習テーマによっ
て、小平に関わる人やモノを活かした取り組みや、ワークショップ
形式を中心とした市民参加型の講座も取り入れている。

公民館 中央　２コース　　５３人受講
分館１３コース　２１７人受講
※平成３０年度より、「家庭教育講座」から「子育て支援講座」に名
称を変更した。

事業名 内　　容 主体 平成30年度取組実績

16 自殺予防対策
若年層の自殺対策として、助産師により中学校へ出張教室を実施し
ている。

健康推進誯

中学校２校で助産師による「いのちの授業」を実施した。

17
ゲートキーパー養成講
座（関係者向け）

関係者を対象として、自殺の危険を示すサインに気づき、適切な相
談窓口につなぐことができる人材を養成することを目的としてゲー
トキーパー養成講座を実施している。

健康推進誯
２月、庁内関係誯の職員に対して「ゲートキーパー養成講座」を実施
した。小平市の自殺の現状について情報共有した。

18
自殺予防対策月間にお
ける普及啓発

自殺予防対策月間に合わせて健康づくりコーナーや懸垂幕による普
及啓発を実施している。

健康推進誯
３月自殺対策月間において相談窓口の周知などを実施した。
【重点取組】小平駅キャンペーンを実施して啓発を強化した。

19
ゲートキーパー養成講
座（市民向け）

自殺の危険を示すサインに気づき、適切な相談窓口につなぐことが
できる人材を養成することを目的としてゲートキーパー養成講座を
実施します。

健康推進誯
５月こころの講演会「アンガーマネジメント講座」の際に保健師より
ゲートキーパーについて情報提供を行った。【NO１再掲】

事業名 内　　容 主体 平成30年度取組実績

20 認知症予防講座など

目、脳、体を使った認知症予防の講座や認知症予防につながる
ウォーキングの講話、実際にウォーキングなどを通してグループ活
動を行う教室、認知症予防講演会などを実施している。

高齢者支援誯 認知症予防講座
　4コース　111人受講

認知症予防教室
　入門編2コース　56人参加
　実践編2コース　35人参加
　フォローアップ編2コース　25人参加
　イベント3回　 114人参加
認知症予防講演会2回　92人受講

21 認知症カフェ
認知症の方や家族がくつろぎ、地域の方と触れ合う場として開催し
ている。

高齢者支援誯
60回実施、延べ1,067人参加

行政の取り組み

【成人期・壮年期・高齢期】

◆自殺予防対策を実施します。
◆相談窓口につなぐことができる人材を育成します。
→【新たな展開】自殺予防対策の強化

○認知症予防を実践します。
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ライフステージ（④喫煙）

分　野

分野別目標

市民の取り組み

事業名 内　　容 主体 平成30年度取組実績

1
喫煙の健康影響について
の普及啓発

喫煙の健康影響についてや禁煙週間のポスター掲示などによる普及
啓発を実施している。

健康推進誯 東京都子どもを受動喫煙から守る条例や東京都受動喫煙防止条例のチ
ラシ及び啓発品を喫煙マナーアップキャンペーン時や成人式来場者に
配布して普及啓発を実施した。

2
健康づくり相談・医師に
よる健康づくり相談（再
掲）

健康診断などの結果を基に、医師・管理栄養士・保健師の個別相談
を行っている。

健康推進誯 相談回数：  57回   （うち電話相談25回）
相談人数：117人  （うち電話相談３0人）

3 禁煙希望者への情報提供

市内の禁煙外来医療機関を掲載したリーフレットを作成し、検診時
の禁煙希望者へ情報提供する。

健康推進誯 引き続きリーフレットを各事業において、必要な方へ配布した。

4
特定保健指導
（国民健康保険）
（再掲）

市の特定健康診査の結果、特定保健指導が必要と判定された方が対
象。内臓脂肪を減らし、生活習慣を改善するための集団または個別
のプログラムを実施している。

保険年金誯
健康推進誯

保健指導初回面談時に喫煙者に禁煙外来リーフレットを配付するとと
もに、集団健診時にリーフレットを配架し、周知した。

事業名 内　　容 主体 平成30年度取組実績

5
母子保健事業での個別相
談

母子保健事業の個別相談時に保健師による指導を実施している。 健康推進誯

内容どおり必要に応じて実施している。

6
各 学 校 に お け る 健 康 教
育・薬物乱用防止教育の
推進

体育・保健体育（保健分野）の授業において、喫煙や飲酒の体に不
える影響について指導している。また、学校薬剤師等の外部講師に
より薬物乱用教室、お薬教室を実施し、喫煙・飲酒について取扱っ
ている。

各小中学校
全中学校において喫煙、飲酒について指導を実施している。薬物乱用
教室は全小・中学校で実施しており、その内数校が授業の導入で喫煙
の体に不える影響について触れた。

事業名 内　　容 主体 平成30年度取組実績

7
喫煙マナーアップキャン
ペーン

迷惑喫煙やごみのポイ捨てに対する意識の向上を目指し啓発活動を
行っている。

環境政策誯
市内6駅にて計20回開催。参加者数合計は384人、啓発品の配布数
は34,580個

目標達成への取り組み　【事業数７】
１ 禁煙にチャレンジする
２ 妊婦や授乳中の女性は健康影響を理解して喫煙しない
３ 受動喫煙の健康への影響について学習する

行政の取り組み

★１  成人の喫煙をへらす

○喫煙と生活習慣病のリスクについて普及啓発します。
○ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）の認知度を向上させます。
◆禁煙希望者へ適切な情報提供を実施します。

２  妊婦、未成年の喫煙をなくす

３  受動喫煙の機会がある人をへらす

○母子保健事業で喫煙・受動喫煙が及ぼす健康への影響について普及啓発を行います。
○喫煙について健康教育を行います。

○公共施設の受動喫煙対策を推進します。
○受動喫煙の健康への影響について普及啓発を行います。
○喫煙マナーの向上を図ります。

ライフステージを通じた健康づくり

喫煙

喫煙者をへらす（やめたい人がやめる）
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ライフステージ（⑤飲酒）

分　野

分野別目標

市民の取り組み

事業名 内　　容 主体 平成30年度取組実績

1
健康づくり相談・医師
による健康づくり相談
（再掲）

健康診断などの結果を基に、医師・管理栄養士・保健師の個別相談
を行っている。

健康推進誯
相談回数：  57回   （うち電話相談25回）
相談人数：117人  （うち電話相談３0人）

2
適量飲酒啓発リーフ
レット【新規】

生活習慣病のリスクを高める飲酒量を啓発するリーフレットを作成
し、個別相談などに配布する。

健康推進誯
計画期間中に実施を検討しているため、平成30年度未実施。

3
特定保健指導
（国民健康保険）
（再掲）

市の特定健康診査の結果、特定保健指導が必要と判定された方が対
象。内臓脂肪を減らし、生活習慣を改善するための集団または個別
のプログラムを実施している。

保険年金誯
初回面談時に問診票で、飲酒の支援が必要な対象者へ実施している。

事業名 内　　容 主体 平成30年度取組実績

4
母子保健事業での個別
相談

母子保健事業の個別相談時に保健師による指導を実施している。 健康推進誯

内容どおり必要に応じて実施している。

5
各学校における健康教
育・薬物乱用防止教育
の推進(再掲)

体育・保健体育（保健分野）の授業において、喫煙や飲酒の体に不
える影響について指導している。また、学校薬剤師等の外部講師に
より薬物乱用教室、お薬教室を実施し、喫煙・飲酒について取扱っ
ている。

各小中学校
全中学校において喫煙、飲酒について指導を実施している。薬物乱用
教室は全小・中学校で実施しており、その内数校が授業の導入で飲酒
の体に不える影響についてふれた。

目標達成への取り組み　【事業数５】
１ 適量の飲酒を心がける
２ 妊婦や授乳中の女性は健康影響を理解して飲酒をしない
３ 多量飲酒にならないよう工夫する

行政の取り組み

１ 生活習慣病のリスクをふやす飲酒をしている人をへらす

◆各種健康教室などにおいて、生活習慣病のリスクをふやす飲酒量への理解促進を図ります。
○飲酒が及ぼす健康への影響について普及啓発を行います。

２  妊婦、未成年の飲酒をなくす

○母子保健事業において飲酒が及ぼす影響について普及啓発を行います。
○飲酒について健康教育を行います。

ライフステージを通じた健康づくり

飲酒

生活習慣病のリスクをふやす飲酒をしている人をへらす
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ライフステージ（⑥歯と口腔）

分　野

分野別目標

市民の取り組み

事業名 内容 主体 平成30年度取組実績

1 妊婦歯科健診

歯周疾患が発症・発生しやすい時期である妊婦に対し、口腔疾患の
早期発見を図ることを目的に実施している。

健康推進誯 受診者数５４９人のうち異常あり４８３人
内訳
（虫歯 ２２２人、歯周病２５０人、要歯石除去３２８人、その他３１人）

2
各母子保健事業におけ
る歯科指導

乳児期からの各母子事業にて歯科指導を行っている。 健康推進誯

各種健診や相談事業などの個別相談に応じている。

3 幼児歯科相談

歯の生え始めから呾嚼機能の発達する重要な時期の乳幼児に対し、
歯科健康診査・歯科保健指導・歯科予防処置を継続的に実施してい
る。

健康推進誯
1歳～４歳１か月未満対象、９2回2,301人受診
【重点取組】１歳６か月健診、３歳児健診でのフォロー児を受診勧奨した。

4
１歳６か月児歯科健康
診査

１歳６か月児健康診査時に、歯科医による歯科健診指導・歯科保健
指導を実施している。

健康推進誯

２４回、1,622人　【重点取組】全員ブラッシング指導

5 ３歳児歯科健康診査

３歳児健康診査時に、歯科医による歯科健診指導・歯科保健指導を
実施している。

健康推進誯

２４回、1,680人

6 ５歳児歯科健診

５歳から５歳４か月までの幼児の歯科健診及び、幼児と保護者に小
集団で歯科保健教育を実施している。

健康推進誯

１２回、２18人

7 出張教室

依頼に応じて、歯磨き講座などの出張教室を実施している。 健康推進誯

年1回実施、延べ20人参加した。

8
保育園での歯科健診や
歯科指導

園児のむし歯予防のため歯科健診を実施している。また、保育士が
歯磨きカレンダー等を使用して、歯磨きの意識づけを実施してい
る。

保育園
各園年2回の歯科健診、歯の衛生週間に合わせて保育士が歯科指導、歯みがき
カレンダーの配付

事業名 内容 主体 平成30年度取組実績

9 学校における歯科健診

児童生徒のむし歯予防のために、歯科健診や歯科保健指導を実施し
ている。

各小中学校

全校で実施した。

10
各学校における歯科指
導

学校歯科医による歯についての講義や染め出しによるブラッシング
の指導を行っている。また、歯磨きカレンダーや歯磨きカードを使
用して、正しい歯磨きの習慣化を図っている。

各小中学校

数校で実施した。健康推進誯の歯科衛生士による指導を行った学校もあった。

行政の取り組み

○ライフステージを通じて歯科健診を実施し、定期的な口腔ケアを推進していきます。
○８０２０（ハチマルニイマル）、噛ミング３０（カミングサンマル）を普及します。

目標達成への取り組み　【事業数１７】
１ かかりつけ歯科医を持ち、定期的な歯科健診や予防措置を受ける
２ 正しい口腔ケアを習慣にする

★１ ライフステージを通じて口腔ケアを推進する

【乳幼児期】

【学齢期】

ライフステージを通じた健康づくり

歯と口腔の健康

ライフステージを通じて正しい口腔ケアを身につける
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ライフステージ（⑥歯と口腔）

事業名 内容 主体 平成30年度取組実績

11 成人歯科健診

成人の口腔疾患の早期発見を目的として、２０歳以上の市民を対象
に実施している。

健康推進誯 受診者数１,７１６人のうち異常あり１,４６３人
内訳
（虫歯４４１人、歯周病６６５人、要歯石除去１,１２５人、その他９４人）

12
お口の機能アップ教室
（歯つらつ健康教室）
※

高齢者の口腔機能向上を目的とした講話と実技を実施している。 高齢者支援誯
2コース、延べ114人参加。また歯科衛生士による出張教室を実施、5回51人
※平成３０年度より「お口の機能アップ教室」として実施。

13
いきいき介護予防講座
（再掲）

介護予防の運動と口腔機能向上を目的とした２日間コース・４日間
コースの講座を実施している。

高齢者支援誯

6日間コースを3コース開催、延べ306人受講

事業名 内容 主体 平成30年度取組実績

14 歯と口の健康週間事業

市民に歯の衛生に関する正しい知識を普及啓発し、歯科疾患予防の
ための適切な習慣の定着を図る目的で、歯科医からのアドバイスを
実施している。

健康推進誯
歯科講演会１５人参加、歯科健診（健康センター５３人、東部市民センター
５８人、小川西町公民館２４人参加）

15 歯科医療連携事業

病気や障がいがあるため、また介護が必要な状態のためにかかりつ
け歯科医を探すことが困難な市民を対象に、東京都小平市歯科医師
会と連携し歯科医院の紹介を実施している。

健康推進誯

紹介件数１１件（訪問１１件、通院０件）

事業名 内容 主体 平成30年度取組実績

16 かむかむ教室（再掲）

１歳８か月～２歳６か月の幼児とその保護者を対象にかむ力をそだ
てることをテーマに、講話、実習、試食、手遊び、個別相談などを
行っている。

健康推進誯

延べ日数4日実施、延べ94人参加

17 健康教室事業

成人の健康教室事業において噛むことの重要性について普及啓発を
行っている。

健康推進誯

各成人の健康教室事業において普及啓発を実施した。

行政の取り組み

２ かかりつけ歯科医を持つ人をふやす

【成人期～高齢期】
◆「フレイル（高齢期の虚弱）」の予防について情報提供を行っていきます。

○歯の衛生に関する知識を普及して関心を高める取組を実施します。
○各種健康教室においてかかりつけ歯科医を持つことを普及します。
○病気や障がいのある方・介護が必要な方へかかりつけ歯科医を普及します。

○乳幼児期からの口腔機能の健全な育成を目指します。

３ よく噛んで食べる習慣を身につける
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社会環境（①地域の健康）

分　野

分野別目標

市民の取り組み

事業名 内　　容 主体 平成30年度取組実績

1 地域健康づくり推進員

健康づくりの推進役として地域住民の相談に応じ、健康づくりの情
報提供、地域住民と市を結ぶパイプ役、健康づくりのリーダーとし
て各種イベントの参加や活動を行っている。

健康推進誯 定例会６回　こだ健体操教室１０回　こだ健体操サポーター養成講座
３日間１コース
イキイキ測定会２回　こだ健体操等啓発活動　（こだ健体操、ピンク
リボンキャンペーン、計測相談会、献血キャンペーン等への参加）
【重点取組】こだいら健康ポイント事業への参加、多摩六都科学館な
どへのこだ健体操の出張

2
かかりつけ薬局普及啓
発事業（再掲）

医薬品等の正しい情報提供の場として、地域医療に貢献する「かか
りつけ薬局」の普及・啓発を図るため、小平市薬剤師会に委託し、
気軽に相談できる場所として「薬事相談会」を実施している。

健康推進誯

内容どおり年5回実施した。

3
各種健康に関連する講
座

シニア講座、サタデー講座、夜間講座などで健康に関する講座を実
施している。

公民館
中央　 ３コース   　９２人受講
分館 １９コース　３２７人受講

事業名 内　　容 主体 平成30年度取組実績

4
こだいら健康ガイド

各種健診事業や保健事業の案内や医療機関マップを付属した健康専
門冊子を作成し、全戸配布を実施している。

健康推進誯
９4,０００部作成、約８６,０００部全戸配布した。
残部は転入手続き時に各世帯へ配布した。

◆幅広い世代に届くよう健康情報の広報を充実させます。
○健康意識を高める情報を提供していきます。
○職域、教育機関等と連携し、健康誯題の共有をはかります。→【新たな展開】健康専門冊子の検討

行政の取り組み

目標達成への取り組み　【事業数4】
１  健康づくりの講座や教室に積極的に参加する
２  健康を支える担い手になる

１  地域の中で健康づくりを推進する

○健康づくりを推進する人材を育成します。
○かかりつけ医療機関、かかりつけ薬局の普及を図ります。
○地域健康づくり推進員の活動の場を広げます。

２ 健康の情報を共有する

健康を支える社会環境の整備

地域の健康づくり

地域の中で健康づくりを推進する
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社会環境（②地域のつながり）

分　野

分野別目標

市民の取り組み

事業名 内　　容 主体 平成30年度取組実績

1 地域自治推進事業

町会・自治会、商店会、民生委員・児童委員、青尐年対策地区委員会、
PTA、高齢クラブなどの地域活動を行っている団体や学校、地域包括支援セ
ンター、社会福祉協議会などの関連機関の連携強化により、自ら地域誯題の
解決を図り、安全・安心なまちづくりを進めている。

市民協働・男女
参画推進誯

学園西町地区では、地域に関する情報交換、各団体の活動報告を行うとと
もに、学園西町会の周年行事である「学園西町まつり」の開催にあたり、
地域の各組織が協力して取組を行ったほか、新たに学園東町地区において
も平成３１年３月に地域連絡会を開催した。また、小川西町地区では、白
梅学園大学と連携し、地域防災やお祭りなど、様々な団体が関わりを持ち
ながら、地域の連携活動を推進した。

2
自治会懇談会
（自治会助成事業）

町会・自治会相互の情報交換や地域誯題の解決に向けた検討の場の提供や、
「高齢者の見守り」などのテーマに沿った情報提供を行い、地域のつながり
を強化している。

市民協働・男女
参画推進誯

「高齢者の誯題と地域づくり」「自治会活動の悩みについて」をテーマに
自治会懇談会を開催し、自治会同士の横のつながりを促し、地域のつなが
りの強化を図ったほか、高齢者支援誯と連携し、高齢者の見守りや助け合
いについて説明した。

3
NPO・ボランティア活
動促進事業

市民活動団体等への補助金交付などにより、地域活動の活性化を支援し、地
域のつながりを促進している。

市民協働・男女
参画推進誯

　市民活動支援公募事業（学生団体コース）を実施し、学生団体が自ら企
画実施する公益的な事業に要する経費を助成し、地域の活性化を図った。
　市民活動支援センターを中心に、市民活動と市民をつなげる仕組みであ
るポータルサイト（こだいら人財の森事業）を構築し、その運用を平成
３１年３月から開始し、周知イベントとして、地域デビューを考えている
市民を対象に、気軽に市民活動団体等を知り、交流する場である「地域デ
ビューパーティー」を開催した。

4 オープンガーデン事業
小平市内の一般家庭、公共の花壇、商業施設等２７箇所がオープンガーデン
に指定されている。オープンガーデンオーナー同士や、訪問客との間に交流
を生んでいる。

産業振興誯
オープンガーデン登録数26箇所

5
小平市グリーンロード
推進協議会

玉川上水自生野草を守り育てる会、あじさい公園あじさいボランティア部
会、狭山・境緑道花街道ボランティア部会、齋藤素巖グリーンロード美術館
部会、イベント部会の５つの部会で構成され、約９０名のボランティア会員
がグリーンロード沿いの草花やブロンズ像の手入れなどを行っている。

産業振興誯

ボランティア会員登録人数 約26人

6 スポーツボランティア

市が主催するスポーツ大会・イベントの運営支援などにボランティアとして
参加している。また、市で開催するセミナーや研修会に出席し、スポーツ活
動を支えるスキルアップに努めている。

文化スポーツ誯

延べ９７人がボランティアとして参加。
８月および９月にはスポーツボランティア研修会を実施した。

7
障がい者に関わるイベ
ントの開催

たいよう福祉センターの「センターまつり」、あおぞら福祉センターの「わ
くわく納涼祭」を開催するなど、障がいのある人もない人も参加できるイベ
ントを通して、市民の理解と共感を深め、交流の輪を広げている。

障がい者支援誯
社会福祉協議会 7月 わくわく納涼祭 （あおぞら福祉センター） 来場者 約350人

9月 たいようセンターまつり（たいよう福祉センター）来場者 約600人

8
公園ボランティア・公
園等アダプト制度

市が管理する公園などの公共の場所の美化に努め、地域の愛着や美化の仲間
作りを図り、いつもきれいなまちづくりに参加してもらっている。

水と緑と公園誯
平成２8年度の2団体に加えて、平成２９年度は３団体、平成３０年度は3
団体が登録し、計8団体が7公園で一部管理活動を行っている。

9 花植ボランティア

こだいら花いっぱいプロジェクトのボランティアメンバーを中心に、小平駅
单口ロータリーなど市内公共施設の花壇の花植えを実施している。

水と緑と公園誯
例年通り春と秋に小平駅单口ロータリー、公園及び用水路親水整備エリア
の花植えを実施した。

10
小平駅前ロータリー花
壇の整備

都市景観を整えるため、市民参加形で小平駅前の花壇の整備を行っている。 水と緑と公園誯
道路誯

春１６７人、秋１２８人のボランティアが参加した。

11
放誯後子ども教室(小学
校)

学校施設を利用して、地域のボランティアにより、子どもたちの放誯後や休
日等の安全・安心な居場所として、学びや体験、世代間交流などの場を提供
している。

地域学習支援誯
市内１９小学校全校で実施

健康を支える社会環境の整備

地域のつながり

地域のつながりを醸成し、健康実感を高める

行政の取り組み

目標達成への取り組み　【事業数３０】

１  地域の活動に積極的に参加する
２  ボランティア活動を積極的に行う
３  市や関係団体のイベントに参加する

★１  地域の活動を支援してつながりを醸成する

○地域の住民同士がつながる機会をふやすため、地域の活動を支援します。
○地域活動の機会を提供します。
○ボランティア活動など社会参加の機会を提供します。
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社会環境（②地域のつながり）

事業名 内　　容 主体 平成30年度取組実績

12
地域リハビリテーショ
ン活動支援事業

リハビリテーション専門職等による「心身機能」「活動」「参加」のアプ
ローチを活用し、通所、訪問、地域ケア会議、サービス担当者会議、住民運
営の通いの場等の地域における介護予防の取り組みの機能強化を促進してい
る。

高齢者支援誯

派遣件数33件

13
介護予防リーダー養成
講座

地域で介護予防の活動を行う人材を育成している。 高齢者支援誯
平成31年3月31日現在登録者48人

14
介護予防見守りボラン
ティア事業

健康な高齢者が見守りボランティア活動を行うことによって、外出し、人と
交流する機会を得て、介護予防が推進されるとともに、見守りが必要とされ
る高齢者が健康な高齢者に見守られることによって、地域において自立した
日常生活が継続できるように支援することを目的として行っている。

高齢者支援誯

平成31年3月31日現在登録者374人

15 認知症支援リーダー養
成講座

認知症のことをより理解し、認知症カフェの担い手になるなど、地域で認知
症の方とその家族を支える人材を育成している。

高齢者支援誯 平成31年3月31日現在登録者146人

16
認知症サポーター養成
講座

認知症について正しく理解し、認知症の方やその家族を見守り、支援する
「認知症サポーター」を養成し、地域において認知症の方とその家族を支え
る取り組みの担い手を育成している。

高齢者支援誯
37回開催、974人受講

17
生活サポーター養成講
座

高齢者宅での生活援助やデイサービス等での支援を行う担い手を育成してい
る。

高齢者支援誯
平成3１年3月31日現在登録者141人

18 地域自立支援協議会

中立・公正な相談支援事業を実施するために、個々の障がい者のニーズに応
じたサービス等利用計画に作成等について市内相談支援事業所間での研修会
の実施や、個別事例に対する検討会議の開催、障害福祉計画の進行管理、地
域の関係機関とのネットワークの構築等、連携強化や社会資源の開発・改
善、人材の育成を推進している。

障がい者支援誯
社会福祉協議会

全体会４回、幹事会４回を開催したほか、専門部会として地域部会、当時
者・情報部会を各３回開催。相談支援に係るワーキングを４回開催し、個
別事例について検討し、市内の社会資源について分析を行った。障がい当
事者ワーキングを３回開催し、障がいの管理や必要な支援などについて意
見交換を行った。医療的ケア児支援についての講演会を１回開催した。

19
ボランティアの養成、
ボランティア団体との
協働の推進

社会福祉協議会のボランティアセンターや地域生活支援センターあさやけの
地域活動支援センター事業等において、ボランティアの養成を行う。また、
障がいのある人の自立の支援に積極的な活動を展開している市内のＮＰＯ法
人やボランティア団体との協働を進めている。

障がい者支援誯
社会福祉協議会 発達支援に特化した市内ＮＰＯ法人と協働し、発達障がい啓発講演会（

１１１人参加）、ペアレントプログラム講座（全６回 市民２１人、保育
士等１７人参加）を実施。（小平市いきいき協働事業）

20
コミュニケーション支
援

障がいのある人とない人が円滑にコミュニケーションを行えるように、手話
通訳者・要約筆記者を派遣するとともに、登録手話通訳者の研修等を行う。
また、手話通訳者養成講習会を実施している。

障がい者支援誯
手話通訳派遣（市）２８１件、手話通訳派遣（都）１１９件、要約筆記派
遣（都）３０件
登録手話通訳者研修会 全２４回、手話通訳者養成講習会 全３５回

事業名 内　　容 主体 平成30年度取組実績

21 高齢者施設への訪問
保育の中で高齢者施設の訪問などを行っている。 保育園 各園幼児クラスを中心に訪問し、歌や踊りを披露し、交流を図っている。

22 高齢クラブへの助成
高齢者が健康で豊かな生活を送るために、地域を基盤として自主的に組織さ
れている高齢クラブに対する助成を行っている。

高齢者支援誯 30クラブ1,839人（平成30年4月1日現在）
助成金総額　8,457,300円

23 健康音楽教室
元気な高齢者が歌や楽器の演奏などによって生きがいと健康を維持するため
の教室を行っている。

高齢者支援誯
４８回開催、延べ828人参加

24 高齢者福祉大会
60歳以上の市民を対象に敬老の日にちなんで高齢者の方々をお祝いする式典
を実施している。

高齢者支援誯
９月ルネこだいら大ホールで実施、来場者数700人

25
福祉会館（老人福祉セ
ンター）運営

高齢者が健康づくりや、趣味、教養、レクリエーションをおこなう施設で、
入浴施設も備えている。

高齢者支援誯 集会室、浴室、娯楽室、ヘルストロン、健康相談室等の利用者数
159,458人

26
シルバー人材センター
運営補助

就業を通じた高齢者の生きがいの充実と、社会参加を促進するため、小平市
シルバー人材センターへ助成を行っている。

高齢者支援誯 シルバー人材センターへの助成及びＰＲ支援を行った。
補助金額３２,２００,０００円

27 ほのぼのひろば

介護を必要としないおおむね60歳以上の一人暮らしの方を対象に、孤独感の
解消や介護予防を目的として、地域ボランティアや民生委員・児童委員の協
力を得て、地域センター等で趣味活動、創作活動、レクリエーション、軽い
体操等を行っている。

社会福祉協議会
15ひろば、年間１９０回開催、延べ利用者数３,９６５人
助成金総額　４７０,０００円

28 高齢者交流室運営事業
小平第二小学校内を利用し、囲碁・将棋・手芸等の趣味や創作活動、レクリ
エーション、季節の行事等を行い、小学生との世代間交流等を通して、高齢
者の生きがいの充実と介護予防をはかっている。

高齢者支援誯
社会福祉協議会

年間242日開室し、延べ利用者数3,441人
児童延べ利用者数734人

29
高齢クラブ連合会への
助成・支援

高齢クラブ連合会が実施するスポーツ行事（ゲートボール・グランドゴル
フ・運動会・輪投げ大会）及び芸能行事（芸能大会等）の助成および支援を
行っている。

高齢者支援誯
高齢クラブ連合会への助成及び支援を行った。
助成金額483,000円

30
シニア講座
（中央公民館は
シルバー大学）

高齢者の生きがいのある社会づくりを目指して、高齢者の自己啓発と社会活
動への積極的な参加を促し、また、仲間づくりや交流を図るとともに、教
養、趣味・技術、レクリエーション等の総合的な学習の場を提供している。

公民館
中央　１コース　　３２人受講
分館１５コース　２５７人受講

○地域の担い手を育成します。

行政の取り組み

○余暇活動の充実をはかり、生きがいづくりにつながるよう取り組みます。

２　高齢者の社会参加をふやす
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